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ものがどう温まるかについて子ども達が初

めて学ぶのは、小学校 4 年「金属、水、空気と

温度」の内容のところで、彼らは熱の移動の仕

方として「伝導」と「対流」について学習する。

我々は、その段階で使用できるサーモグラフィ

ーの導入を目指し、その教材開発を行った。1)  

サーモグラフィーを教室に導入することは、

かつて先進的な特殊な例として考えられてお

り、決して一般の公立学校にはできない相談と

思われていた。しかし、近年の技術革新により、

従来に比して極めて安価な製品が市場に投入

され、一般の学校にも十分導入可能なレベルと

なってきた。それにまず着目し、その導入のた

めの教材に工夫を加え、例えば我々が使用した

サーモグラフィーでは図 1 のような結果を演

示実験として示す事ができるようになった。 

一方で、子ども達には熱の伝わり方に関して

どのような知識と理解があるのか概念調査を

行った。その中で見出されたのは、ほとんどま

ったくと言って良いほど子ども達は、対流と温

まり方を混同してしまっていて、正しく答える

ことができていないということであった。そこ

で我々は、附属小学校の子ども達への調査と一

部教員や学生達にインタビューも行い、その誤

解が想像以上に深く、広範囲に渡っている可能

性があることを見出した。例えば、ビーカーの

中の水の温まる順番を聞いた問には、図 2(a)

と答えた者が附属小で 23%、(b)と答えた者が

33% 2) あった。我々は、この誤解がどの程度あ

るのか明らかにするために、規模の大きな調査

を今年度実施した。本研究は、その調査結果に

関するものである。研究発表では、今年度行っ

た広範囲にわたる概念テストの調査結果をま

とめたものを中心に、背景やサーモグラフィー

の利用などもあわせて報告する。 
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図 1  サーモグラフィー（Avionics F30）を

利用して得られた熱画像。 

図 2  (a)熱伝導と混同した誤答と、(b)回転

するイメージに引きずられた誤答。 
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